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　平成 29 年度の人権啓発ポスターの部において最優秀作品に選ばれた「みんな なかよし」です。上田市人権啓発推進委員
会では、作品に込められた思いのように、市民の皆様お一人おひとりの個性が輝く、みんなが仲よしで住みやすいまちになる
よう、微力ながら活動してまいりたいと考えています。
　さて、お釈迦様の住んでいた蓮池には、様々な人々が住んでいたといいます。“赤色の人は赤い光を放つ”、“青色の人は青
い光を放つ”様々な人々がそれぞれの個性をもって生活しており、それを、お釈迦様は“十人十色”と言っております。
　わたし達の住む社会には、男性と女性の性のみと思い込んでいたのではないでしょうか。過去を振り返ってみれば、ある男
性の様々な振る舞いや行動等が男性とは違うと思われる人はおりましたが、私も含め皆さんも特に気に留めなかったのではな
いでしょうか。
　今、わたし達の周りにも“からだ”と“こころ”の性が一致せず苦しんでいる人がいます。最近、性のあり方について、人そ
れぞれであることが理解されてまいりましたが、当事者の皆さんがご自分のことをポジティブに語る言葉として、最近日本で
も使われるようになってきているのが、LGBT です。LGBT の人は生活するうえで様々な不利益を生じています。特に「偏見や
好奇な目で見られる。こころの悩みを誰にも打ち明けられない、また友達もできない。」といった理由で悩む人が多いのです。
　LGBT の人たちへの思いを理解し、一人の人間としての生き方として受け止め、金子みす （ゞ童謡詩人）の言う“みんなちがっ
てみんないい”と個々の生き方を“個性”（多様な性格を持った人たち）として捉え、一人ひとりが自分らしく自由に生きられ
る時代が、わたし達が心から願う“人権世紀”なのではないでしょうか。
　今回の特別企画は、担当係の委員が何回も検討を重ね記事といたしました。お読みいただき LGBT の皆さんに関する課題
や現状について、理解を深めていただければと思います。
　なお、記事をお読みいただいた方には、ご意見やご感想をいただければ今後の励みとなります。ご協力をお願いいたします。

「みんな なかよし」 上田市人権啓発推進委員会  会長   橋爪  一壽

《ポスターの部  最優秀作品》　東小学校 二年  松澤  直樹「みんな なかよし」

「人間の」とか「人間的」と訳され、一人ひとりの人権を大切
にする明るい上田市であることを願い、名付けられました。

ヒューマン【Human】とは…
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特 集 「ＬＧＢＴ」について

　絵を描くのが得意で長い髪をしていた戸籍上男子のAは、中学入学後に女子しかいない美術部へ入部。学校では
休み時間にトイレに行くことを嫌い、授業中に許可を得て行くことが多かった。春の健康診断の時、Aの生きづらさ
に初めて気がついた。検査を前にして脱いだ体操着のTシャツで胸を隠し、頭を下げて身を縮めるようにして、椅子
に座って待っているAがそこにいた。Aにとっては、ほかの男子の前で上半身裸にされて待つことは、苦痛にほかな
らなかったのである。
　その外見や行動からAが性別違和を感じているように見えた片野先生は、いつでもAを受け入れられる保健室を
目指すことを決めた。Aが初めて自分から保健室に来室したのは３年生の２学期だった。運動会の練習を抜け、男
子との身体接触が多い練習は耐えられないと訴えてきた。それ以来、練習のたびに吐き気やめまいを訴えて保健室
に来るようになった。そして自分の思いを語り始めた。男子と接触がある運動会は最も嫌いな行事で、３年間我慢
してきたが今年はその限界であると･･････。
　運動会後もAは保健室に時折顔を出し、次第に幻聴などの精神症状に悩まされていることが分かってきた。片野
先生はAが集団生活を送るなかで感じる違和が環境の中で抑圧され、二次障害を引き起こしてしまったのかもしれ
ないと心を痛めた。
　卒業後Aは高校に進学し、イラストを学ぶことにやりがいを感じ頑張っている。Aとの出会いを通して片野先生は
私たちに訴える。「LGBTの子どもたちの隠れた本当の声に耳を傾けなければならない」「無知や無配慮が人権を侵
害し、命を奪った事例を私たちの社会は知っている」と。

「ＬＧＢＴ」ってなに？

頭文字の意味 内　容 説　　　　　明

Ｌ Lesbian（レズビアン）

性指向

女性同性愛者：女性に惹かれる女性

Ｇ Gay（ゲイ） 男性同性愛者：男性に惹かれる男性

Ｂ Bisexual（バイセクシュアル） 両 性 愛 者：男性女性どちらにも惹かれる人

Ｔ Transgender（トランスジェンダー） 性自認 体の性と心の性が一致せず、自分の感じる性として扱われたい、
生きたいと望む人

最近新聞や雑誌、テレビなどで『ＬＧＢＴ
（エルジービーティー）』って言葉をよく目
にしたり耳にしたりするようになったけれ
ど『ＬＧＢＴ』ってなんのこと？

なぜそれが問題なの？

性のありようを表す４つの
言葉の頭文字だね。
どんな意味なのか、
ちょっと表を見てね。

片野真紀「LGBTの子どもたちに出会ったことはありますか？保健室とLGBTの子どもたち」（『部落解放』748号 解放出版社 2017年 所収）より

性指向や性自認によって偏見や
差別が生まれているからさ。

こうした LGBT の枠にあてはまらない人もいて、「性」はとても多様なんだよ。
性的に異性に惹かれる人は人数としては多いけれど、それと同じように同性に、
あるいは両性に惹かれる人たちもいるんだよ。

LGBTの子どもの声に耳を傾ける 
～生きづらさを感じている子どもたち～
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　小学校では服装も自由で、男女で一緒にやることが多く、性的な違和を感じる子どもはほとんどいま
せんが、中学校では制服が男女別になったり、また男女で分かれて活動することが多くなったりして、
性を意識するようになり、自分の性に不安や、疑問を持つ生徒も出てきています。学校の養護教諭がそ
のような生徒の相談に応じたり、また図書館や保健室に LGBT 関連の書籍を用意して、子どもたちがい
つでも読めるようにしたりしています。更に学年に応じて講師や養護教諭による授業を計画して行って
いる学校もあります。

　上田市Ａ中学校では３年生を対象に「多様なセクシュアリティ」というテーマで、「性の多様
性について理解し尊重できるように、自分の在り方について考えよう。」を授業の「めあて」と
し、養護教諭が全クラスで授業を行っています。その授業内容の概略を紹介します。

１　有名人パネルを見て、多様なセクシュアリティを持つ人がいることを知る。
２　LGBT についての説明を聞く。
３　有名人パネルから、性の４大要素を確認する。
４　性の樹形図から多様な性について知り、自分はどこに位置するのかを考える。
５　LGBT の人が困っていることを考え、発表する。
６　DVD を視聴し、LGBT の人の気持ちに触れ、自分だったらどうするかを発表する。

今回の特集で、わたしたちは考えました

　人権に配慮した取り組みを行っている上田市企業人権教育連絡会の会員企業 206 社に協力をいただ
き、LGBT に関するアンケート調査を実施しました。このうち 91 社から回答があり、LGBT に関する
企業内の取り組みを確認した結果、「企業内に LGBT の従業員がいるか」については、回答のあった 91
社すべてが「把握していない」と回答されました。LGBT に関する企業の担当者からの意見として、「具
体的な対応はしていないが、申告や対象者が把握できた場合は、必要な対応を図っていきたい」といっ
た意見や、「どのようにして把握していったらよいか、参考になる例を教えてほしい」という意見をい
ただきました。LGBT についての理解を深め、企業として働きやすい環境づくり・職場づくりをどう進
めるか、これからの取り組みに期待したいところです。

●自分の理解が及ばない分野でも、
　当事者の声を聞けば、必ずその人を正しく知り、
　その人に近づいていけるのではないでしょうか。

●学校でも、企業でも、地域でも
　「あなたは、あなたらしく」
　そうです。
　「それぞれの人が、自分らしさを発揮出来る場所があれば
　居心地の良い世の中」になっていくのではないでしょうか。

誰もが生きや
すい

　　　　社会
になるよう、

自分の立場で
、何ができるか

ご一緒に考え
てみませんか

。

「男は男らしく、女は女らしく」とは言うけれど・・・人は人。
　　それぞれが個性を持った存在であり、どちらかの性にこだわる必要はないのではないか。

《市内の企業での取り組みは》

《学校での取り組みは》
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人権に関する市民意識調査を実施しました
❶ 調 査 目 的 人権問題に関する市民の意識や実態を把握し、上田市の人権教育推進の基礎資料とすると

ともに、今後の人権施策推進の参考とするため。（前回調査は平成24年5月に実施）

❷ 調 査 方 法 （1）【調査地域】上田市全域　　（2）【調査対象】市内在住の20歳以上の男女2,000人
（3）【抽出方法】平成29年7月1日現在の住民基本台帳から男女1,000人ずつ

❸ 回 収 結 果 （1）【到達数】1,993件（2,000件中）　　（2）【回答数】834件（41.7％）

❹ 調 査 結 果

ある
31.3%

ない
68.0%

無回答0.7%

無回答
0.7%

無回答
0.6%

無回答
2.0%

0 20 40 8060

平成29年
調査

平成24年
調査

平成19年
調査

ある 31.3%

ある 34.0%

ある 26.4%

ない 68.0%

ない 65.4%

ない 71.7%

100（％）

（1）あなたは、今までに、ご自分の人権が
　 侵害されたと思ったことはありますか。

（2）その人権侵害は、どのようなものでしたか。

（3）人権課題を解決するために必要と思われることは何ですか。

（4）あなたは、同和問題についてどのようにお考えですか。

悪口・うわさ

仲間はずし・無視

プライバシーの侵害

差別待遇

暴力・脅迫・強要
（パワーハラスメントも含む）

セクシャルハラスメント
（性的いやがらせ）

その他

0 20 40 60 （％）

69.7（64.5）
45.4（60.3）

43.3（42.5）
24.8（36.7）

30.7（31.7）
22.3（29.4）

29.5（28.2）
26.1（30.3）

37.5（26.5）
42.9（16.3）

13.4（9.1）
5.5（10.3）

7.7（5.6）
4.6（12.0）

上田市
長野県

（　 ）は前回調査

10 30 50 70

0 20 40 （％）

人権意識高揚のための啓発広報活動を推進する 37.1（35.3）

人権同和教育を充実する（学校や社会） 46.2（46.9）

人権課題に対応する専門の相談機関・施設を充実する 34.4（34.9）

人権侵害の被害者の救済・支援を充実する 37.4（42.5）

犯罪の取締りを強化する 24.9（32.1）

人権に関する情報の収集・提供を充実する 28.3（25.1）

人権侵犯事件の調査・処理や人権相談に関する人員を充実する 18.5（17.1）

国・県・市町村などの行政機関や民間団体等の関係機関の連携を推進する 31.2（28.9）

その他 4.4

無回答 8.0（6.8） （　 ）は前回調査

10 30 50

※調査結果の詳細については上田市のホームページ「楽しむ・文化・スポーツ」生涯学習の「人権に関する市民意識調査」をご覧ください。

設問４２問中、４問を抜粋して、結果をご紹介します。グラフ中の長野県の調査は、平成２７年
１月に実施された「人権に関する県民意識調査」に基づいています。

改善されて
きているが、

まだ残っている
53.4%

今も差別が
根強く残っている

6.2%

ほとんど差別は
解消された

22.1%

差別は解消
された4.1%

わからない
14.0％

無回答 0.3%

県や国の意識調査と同様、上田市でも
「人権同和教育を充実する」と考える方が
最も多いという結果になりました。

国の意識調査（平成29年
10月実施）では「ある」と
答えた方の割合が15.9％
となっています。

　平成28年12月に「部落差別の解消の推進に
関する法律」が施行されました。今もなお、部
落差別は解消されず悩み苦しんでいる方々がお
られることを国が認め、その差別解消に向けた
取り組みを推進していくために国が定めた法律
です。
　一人ひとりが部落差別をはじめあらゆる差別
の解消に向け行動し、誰もが人間らしく幸せに
暮らせる社会を実現していくことが重要です。



5

Human UEDA 2018《No.30》

上田市人権啓発推進委員会 平成29年度の活動紹介

　人権週間に合
わせて、上田駅や
市内スーパー等で
啓発活動を行い
ました。早朝、足
早に職場や学校
へ向かう人々に啓
発物品を添えて、
人権啓発ちらしを
手渡しました。

【参加者の声】
　五十代の女性は、「お互いに我慢をすることも円満のコ
ツ」、福祉の勉強をしている学生は、「人権にとても関心
がある」と、県外から上田へ来られた学生は、「あまり人権
問題はきかないが関心を持って過ごしたい」と話していま
した。

　この研修
会では、市
内の社会教
育関係団体
の人権担当
者約170人
が、資質の
向上を目指
して学び合
いました。
　前半の身近な人権について考える人権啓発DVD『生
まれ来る子へ』の視聴では、「私もＤＶＤを観て、反
省することが多かった。今は妻に感謝しています。」
「気が付かないうちに差別をしていたことに気付きまし
た。」など、ドラマと自分を結びつけて考えていただき
ました。
　後半の分科会では、語り合うことを通して研修を深め
ていただき「気づくことの大切さを改めて感じることが
できました。」「人権をテーマに皆さんとお話しして、
気持ちがすっきりして楽しかったです。」などの感想を
寄せていただきました。

　今年の講師は夜回
り先生で有名な水谷
修さん。演題は「あ
した笑顔になぁれ」
～夜回り先生、いの
ちの授業～でした。
水谷さんは、定時制
高校の教師だった自
身の経験から「27

年前、私は昼の住人から夜の住人になった。昼間の世界
から夜の世界へ行ってしまった子どもたちをたくさん見
てきた」と語り始めました。そして、好んで夜の世界を
目指したりする子はいない、と続けました。
　人間は、昼のうちに活動する動物で、夜は寝るもの。
夜は言い換えると、一旦死ぬような状態。夜しなくても
いいことをしていると、次第に感情的になってイライラ
する。だから昼間のうちに十分活動して体を使うことが
大切なんだと。心と体は一体のものだから、特に心が疲

いのち・愛、そして絆を大切にするまちづくり

　上田市人権啓発推進委員会は、各団体の代表や自主的に入会した約120名の市民で構成されています。当委
員会では、お互いの人権を尊重し、あらゆる差別をなくそうと学習や市民への啓発活動を行っています。より
多くの皆様に当委員会を知って参加していただきたく、この１年間の主な活動をご紹介します。

　東京都台東
区の皮革産業
資料館と江戸
時代、被差別
民衆の頭とし
て、浅草新町
を治めていた
浅草弾左衛門
関連史跡を見
学してきまし
た。
　 午 前 中 は、

人権プラザ分館で DVD を見たり担当者のお話をお聞き
したりしました。当時このあたりに住む人たちは、独自
の社会をつくり、人や動物の死に関することから警察や
商工業そして芸能に至るまで、多くの仕事をしていたこ
となどをお聞きしました。
　午後は、小塚原刑場跡へ行き、腑分け（解剖）をして
いた虎松の祖父が杉田玄白らに心臓や肝臓などを教え、

「解体新書」を出版するきっかけをつくったことや、処
刑された人を弔うために延命寺が建てられたことをお聞
きしました。今回は、同和問題に関する研修でした。自
分が間違った理解をしていたことに気づき、正しく学び・
伝えていくことの大切さを感じました。

▲小塚原刑場跡

▲上田駅前

平成29年7月13日委員視察研修会

平成29年11月11日
人権啓発担当者研修会

れた時は、体を使ったらいい。そうしてバランスを取る
ことが大切だと。
　子ども達の命に係わる課題に真正面から取り組んだ凄
まじい自身の体験の中から出てくる言葉には、わたし達
を圧倒するほどの迫力が感じられました。

平成29年10月12日
人権を考える市民のつどい

平成29年12月4日街頭啓発

上田市人権啓発推進委員会 平成29年度の活動紹介
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ち
ゃ
ん

塩
田
中
学
校 

一
年　

坂
田
　
士
昌

「
や
わ
ら
か
い
心
」
を
持
っ
て

依
田
窪
南
部
中
学
校 

二
年　

北
野
　
友
愛

私
の
弟

丸
子
中
学
校 

三
年　

翠
川
　
亜
夢

バ
リ
ア
を
な
く
す
た
め
に
は

丸
子
修
学
館
高
等
学
校 

二
年　

三
澤
　
　
恵

あ
お
く
ん
み
た
い
に
な
り
た
い
な

城
下
小
学
校 

一
年　

田
中
　
愛
理

し
ゅ
ん
く
ん
の
手

塩
田
西
小
学
校 

二
年　

丸
山
　
拓
海

こ
っ
せ
つ

神
科
小
学
校 

三
年　

窪
田
　
　
朔

友
だ
ち
と
け
ん
か
し
た

本
原
小
学
校 

四
年　

池
田
　
惇
汰

勇
　
気

塩
田
西
小
学
校 

五
年　

水
野
　
　
晶

仲
よ
し
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

神
科
小
学
校 
六
年　

細
谷
　
利
彦

仲
よ
し
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

神
科
小
学
校 

六
年　

細
谷
　
利
彦

詩
の
部

　川西小学校４年生の皆さんによる“リコーダー演奏”で始まっ
た、川西公民館での人権フェスティバルは、両手の自由が全く
利かず足を使って様々な創作活動を行っている、ふうちゃんこ
と冨永房枝さんが「泣いたら次は笑おうよ」～わたしが私であ
るために～と題して、ユーモアを交えながらキーボードによる
演奏と自分が生きてきて感じてきたことを話され、「世界で一人
しかいない自分を好きになってほしい」「自分らしく、楽しく、
元気で、笑顔で生きてほしい」とメッセージを送られました。
　18 日の日曜日には「私たちができること」と題し、上田第六
中学校生徒会でいじめや仲間はずしがなく毎日の学校生活が笑
顔で過ごせるよう受け継がれて取り組んできている、～黄色い
リボン運動～に
ついての発表が
ありました。
　他にも、子ども
たちの人権作品
表彰式・さまざま
な人権に関する
展示があり、おも
てなしコーナーで
はとん汁のふるま
いがありました。

平成30年２月17日～18日
うえだ人権フェスティバル

　あらゆる差別をなくし豊かな心に満ちた人権尊
重の社会を目指し、人権に関わる作文・詩・標語・
ポスターを募集いたしました。園児・児童・生徒、
市民の皆様から820点もの作品が集まりました。
ご協力に感謝申し上げます。それぞれの作品から
一人ひとりを大切にして共に生きていくことの大切
さが伝わってきます。
　審査を経て応募作品の中より最優秀・優秀作品
が決まりました。選出された作品は、人権が尊重
される社会の実現を目指し今後の人権啓発活動で
活用させていただきます。

平成29年12月13日〜平成30年1月12日
人権作品審査
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作
文
の
部

　上田市人権啓発推進委員会では、上田市教育委員会とともに、毎
年多くの方に人権尊重への理解を深めていただくために人権啓発作
品（作文・詩・標語・ポスター）を募集しています。
　今年度も小中学生をはじめたくさんの方に、応募していただきまし
た。その中から最優秀作品に選ばれた作品の一部を紹介します。

▲うえだ人権フェスティバルで表彰式が行われました。
　（平成30年2月17日）

最優秀人権啓発作品最優秀人権啓発作品

標
語
の
部

　

私
に
は
、「
若
年
性
特
発
性
関
節
炎
」

と
い
う
病
気
が
あ
り
ま
す
。
二
歳
ご
ろ

に
発
症
し
ま
し
た
。
は
じ
め
の
こ
ろ
は
、

歩
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
薬

を
飲
み
な
が
ら
少
し
ず
つ
、
歩
け
る
よ

う
に
な
り
、
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
保
育
園
の
こ
ろ
の
運
動
会

の
か
け
っ
こ
は
、
最
下
位
で
し
た
。
運

動
は
好
き
で
す
が
、
三
年
の
三
学
期
の

始
ま
り
の
こ
ろ
に
、
こ
の
病
気
が
悪
化

し
、
体
育
は
、
し
て
は
い
け
な
い
と
お

医
者
さ
ん
に
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
友
達
か
ら
は
、「
な
ん
で
体
育

や
ん
な
い
の
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
四
年
生
の
終
わ
り
ま
で
、

体
育
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
五
年
生
に
な
っ
て
病
院
に

行
く
と
病
院
の
先
生
か
ら
「
よ
く
な
っ

て
い
る
の
で
体
育
や
っ
て
い
い
で
す
よ
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。こ
れ
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
や
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
と
思
い
ま
し

た
。

　

五
年
生
に
は
、
最
大
の
行
事
、
高
原

学
習
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
学
校
は
、

烏
帽
子
岳
に
登
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。私
は
、登
れ
る
の
か
不
安
で
し
た
。

下
見
で
家
族
で
登
っ
た
時
は
、
す
ぐ
疲

れ
て
し
ま
い
す
ぐ
諦
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。
本
番
は
、
頂
上
ま
で
行
く
こ
と
な

ん
て
、
と
う
て
い
無
理
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
高
原
学
習
の
日
。
サ
ポ
ー

ト
役
＆
カ
メ
ラ
マ
ン
の
お
父
さ
ん
も
つ

い
て
行
き
な
が
ら
、
登
り
ま
し
た
。
友

達
と
話
を
し
な
が
ら
登
る
と
、
疲
れ
が

吹
き
飛
ぶ
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

急
な
斜
面
は
、
と
て
も
大
変
で
、「
も
う

無
理
・
・
・
」
と
思
っ
て
終
わ
り
に
し

よ
う
と
思
っ
た
時
、
み
ん
な
が
「
フ
ァ

イ
ト
」「
も
も
ち
ゃ
ん
が
ん
ば
れ
」
と
い

う
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
で
、

力
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
私
も
「
み
ん

な
も
が
ん
ば
っ
て
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
な
ん
と
頂
上
ま
で
登
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。
頂
上
に
つ
い
た

と
き
に
、
私
は
さ
け
び
ま
し
た
。「
頂
上

ま
で
登
っ
て
来
た
、
も
も
参
上
。」
最
高

の
気
分
で
し
た
。

　

頂
上
ま
で
は
、
一
人
で
は
決
し
て
登

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

も
う
だ
め
だ
と
思
っ
た
時
に
、
友
達
の

声
や
が
ん
ば
る
姿
を
見
て
、
私
も
が
ん

ば
ろ
う
と
思
い
、
登
り
き
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
友
達
に
助
け
ら
れ
、
頂
上

ま
で
登
れ
た
こ
と
は
、
今
ま
で
生
き
て

き
た
中
で
一
番
の
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。

平成29年度

こ
ま
っ
て
る

　
　
　

こ
え
を
か
け
よ
う　

ど
う
し
た
の

城
下
小
学
校 

一
年　

手
塚
　
健
太

「
ど
う
し
た
の
？
」

　
　
　

ゆ
う
気
を
出
し
て　

聞
い
て
み
た

塩
田
西
小
学
校 

二
年　

市
村
虎
太
郎

「
遊
ぼ
う
よ
。」

　
　
　

一
人
ぼ
っ
ち
に　

ま
ほ
う
の
言
葉

塩
尻
小
学
校 

三
年　

酒
井
　
愛
理

傷
つ
い
た

　
　
　

心
に
花
咲
く　

思
い
や
り

川
辺
小
学
校 

四
年　

池
田
　
真
帆

ふ
ざ
け
て
も

　
　
　

相
手
は
い
じ
め
と
思
う
か
も

神
科
小
学
校 

五
年　

六
川
　
祐
和

よ
く
見
て
ね

　
　
　

気
づ
い
て
あ
げ
よ
う　

Ｓ
Ｏ
Ｓ

北
小
学
校 

六
年　

荻
原
　
絹
乃

気
づ
い
て
ね

　
　
　

あ
な
た
の
味
方　

そ
ば
に
い
る

丸
子
北
中
学
校 
一
年　

竹
花
　
和
夏

目
指
し
た
い

　
　
　

人
の
痛
み
を　

知
る
自
分

第
六
中
学
校 

二
年　

堀
内
　
千
鈴

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い

　
　
　

味
方
は
い
る
よ　

す
ぐ
そ
ば
に

第
五
中
学
校 

三
年　

小
林
　
玲
奈

他
人
の
傷
み

　
　
　

向
き
合
う
勇
気
が　

み
ん
な
を
繋
ぐ

シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
株
式
会
社　

宮
坂 

升
美

友
達
の
応
え
ん
で
…

塩
尻
小
学
校 

五
年　

高 

野
　 

杏
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ポ ス タ ー の 部

上田市人権啓発推進委員会への
ご意見、入会申込み（年会費500円）は事務局まで。

《事務局》 上田市教育委員会  生涯学習・文化財課
　　　    TEL.23-5197  FAX.23-6368

世界は友達
塩田西小学校 五年  竹内　奏樹

力を合わせて
東小学校 四年  岩田　紗奈

言葉で心を傷つけないで
塩田中学校 二年  齊藤　亜弥

みんなで あそぼう
城下小学校 一年  田畑　亮介

痛みや苦しみを 訴えて
塩田中学校 三年  高野　伊織

奏でよう 個性の音色
神科小学校 六年  坂田　知鞠

え顔いっぱい
神科小学校  三年  高橋　健太

人それぞれの 色がある
第五中学校 一年  荒井 菜七瀬

行政チャンネルにて「いのち・愛・
そして絆を大切にするまちづくり
～上田市人権啓発推進委員会の活
動～」を紹介しています。

ぜひご覧ください！


